
令和５年度アンビシャス博士人材フェローシップ （SDGs）研究活動状況等報告書 

令和６年３月　　日 

氏名： 

所属： 

研究題目 

 

 

研究の概要 

 

 

 

令和５年度の研究活動内容 

 

 

 

 

令和６年度の活動計画 
※支援期間が令和５年度で終了する場合は記載不要 

 

 

 

 

 

 

社会実装への可能性 

 

 

 

 

 

産業界や自治体等へのアピールポイント 

 

 

 

 

 

関連情報 

 

 

 

 



①自身の研究が貢献すると考えられるSDGs項目（複数選択可） 
 

           
      ☐             ☐              ☐             ☐              ☐             ☐ 
 

           
      ☐             ☐              ☐             ☐              ☐             ☐ 
 

         
      ☐             ☐              ☐             ☐              ☐      
 
②上記のうち、最も自身の研究が貢献すると考えられるSDGs項目（１つだけ） 
　上記の１～17の項目の番号を記入すること 
 
 
 
 
注１）本報告書は、本学ホームページにて公表しますので、特に、特許関係や著作権等の観点から公表して差
し支えない内容となっているか、必ず指導教員に確認してください。なお、本報告書を提出する際には、指導
教員が確認したことが分かる資料（様式任意、確認したことが分かるメール等の写しでも可）を合わせて提出
してください。 

注２）本報告書の他に、自身の研究内容を分かりやすく伝えるために必要な資料等がある場合には、合わせて
提出してください。なお、当該資料も原則公表しますので、公表の可否を必ず指導教員に確認の上、公表可
能な資料のみ提出してください。（資料は電子データで提出すること。） 

 


